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                               平成 22 年 6 月 29 日 

各  位 

                    会 社 名    株式会社 ナカノフドー建設  

                    代 表 者 名  取 締役社長 浅井 晶 

                           （コード番号 1827 東証 1部） 

                    問 合 せ 先   経営企画部長 小古山 昇 

                             

 

           「中期経営計画」策定のお知らせ 

 

 当社は、この度、平成 23 年 3 月期から平成 25 年 3 月期の３ヵ年を計画期間とする    

「中期経営計画」を策定致しましたので、お知らせ致します。 

 当社グループは、平成 22 年 3 月期を最終年度とする前「中期経営計画」に基づき、    

安定した収益基盤の確立、財務体質の健全化、自己資本の充実、安定配当の実現に    

取り組んでまいりました。その結果、国内建設事業の安定黒字化、優先株式の全額償還  

などを実現でき、掲げた目標をほぼ達成することが出来ました。 

 しかしながら、建設業界を取り巻く環境は、市場の縮小や受注競争の激化など一段と   

厳しさを増してきており、今後も、この状況が、さらに進んでいくと予想されます。 

 このような状況の中、当社グループは、国内建設事業と海外建設事業の両輪をもって  

経営環境の変化に機敏に対応できる安定した収益基盤を構築し、強い競争力と体力のある

企業に成長することを骨子とする「中期経営計画」を策定致しました。 

 

記 

 

１．基本方針 

 

『 国内、海外の両輪で安定した収益基盤を構築し、強い競争力と     

体力のある企業を目指す。 』 

 

２．経営目標(H25/3 期数値目標) 

 

(1)連結経常利益 24 億円以上 

 

(2)建設事業売上高合計 1,100 億円以上 

 

(3)有利子負債 50 億円以下 

 

(4)連結自己資本 170 億円以上(連結自己資本比率 25％以上) 

 

(5)配当 6円の継続 
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３．主要施策 

 

(1)国内建設事業の競争力の強化による安定した収益基盤の確立 
厳しい経済状況のなかでも、当社の強みである「医療・福祉」「店舗」等の

受注を強化すると共に、多様な工事用途に対応していくことで受注高 850 億円

以上の確保を目指します。そのために、各拠点の特徴を生かした拠点別営業 

方針を立て、国内外の各拠点による支援体制をより一層強化すると共に、  

営業・積算・設計・工事が一体となった営業展開を行い、受注の確保と利益  

改善を図ります。 

 

(2)海外建設事業の受注・施工・管理体制の強化 
前中期経営計画期間において、事業規模の拡大が図れた海外建設事業を、

国内建設事業と合わせて当社本業の両輪の一つと位置付けます。現在、 

展開中の東南アジア 5ヶ国での事業をより一層強化する為に、更なる経営

資源の投入と国内外の営業部門間の連携強化等を通じて、計画最終年度に

受注高・売上高共に 300 億円規模の体制の構築を目指します。 

 

(3)有利子負債の削減による財務体質の強化 

当社の有利子負債残高は既に 100 億円以下で推移しており、一定の課題

解決は図られておりますが、本業の利益などにより、計画最終年度には 

有利子負債残高を 50 億円以下まで圧縮し、財務体質の強化を図ります。 

 

(4)内部留保の積み上げと安定配当による企業価値の向上 

内部留保の積み上げにより、連結自己資本を 170 億円まで増強し、連結

自己資本比率 25％以上を確保することにより企業価値を向上させます。 

また、1 株当たり 6 円の安定配当を維持します。 

 

４．業績目標（平成 25 年 3 月期） 

                                              （単位：億円） 

 連結業績 個別業績 

受注高 １,１５０ ８７０ 

 国 内 ８５０ ８５０ 

 海 外 ３００ ２０ 

売上高 １,１５０ ８７０ 

 国 内 ８６５ ８５０ 

 海 外 ２８５ ２０ 

経常利益 ２４ １７ 

経常利益率 ２.１% ２.０% 

有利子負債残高 ５０ ５０ 

自己資本 １７０ １４０ 

自己資本比率 ２５.０% ２５.０％ 
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(ご参考) 前中期経営計画の達成状況  

 

 経営目標  [ナカノフドー０－１－２－３計画] 

 

０－優先株式 28 億円の全額償還 ⇒ 21/3 期に全額償還 

 

１－借入金残高 100 億円以内   ⇒  20/3 期 期末残高 93 億円 

21/3 期  同    131 億円 

22/3 期  同    93 億円 

 

２－海外建設売上 200 億円以上  ⇒ 20/3 期 海外建設売上実績 208 億円 

                            21/3 期  同              279 億円 

                            22/3 期  同       203 億円 

 

３－配当 3円以上         ⇒ 20/3 期 6 円 配当 

                21/3 期 6 円 配当 

                22/3 期 6 円 配当 

  

業績結果 

                                                    （単位：億円） 

連 結 (19/3期) 22/3 期目標 20/3 期 21/3 期 22/3 期 

受注高 1,270.7 1,100.0 1,362.3 1,253.3 1,077.5

 国内 1,024.3 900.0 1,012.4 1,007.6 851.9

 海外 246.4 200.0 349.9 245.7 225.6

売上高 1,017.0 1,130.0 1,163.6 1,165.9 1,201.9

 国内 818.9 925.0 951.2 883.3 996.1

 海外 198.1 205.0 212.4 282.6 205.8

経常利益 12.8 18.0 25.4 26.5 27.4

  

個 別 (19/3期) 22/3 期目標 20/3 期 21/3 期 22/3 期 

受注高 1,018.3 900.0 1,020.5 1,017.4 860.6

売上高  815.1 910.0 952.9 889.2 1,004.2

経常利益 8.6 13.0 17.5 19.1 22.3

                                                              

 

以  上 


